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１． 本章の筆者について  

 

 筆者イニェス・フェルナンデス・オルドニェス(Inés Fernández-Ordóñez) 2は、学部から博士号

取得、講師 (Profesora Asociada), 准教授 (Profesora Ti tular)とマドリード自治大学のスペイ

ン語学文学科 (Departamento de Fi lología Española)に継続して所属し、2007 年 9 月から

同大学同学科の教授 (Catedrática)である。スペイン語の形態統辞方言学、テキストクリティーク、

アルフォンソ 10 世、中世史料研究が研究テーマである。著書 Las 'Estorias' de Alfonso el 

Sabio, Madrid, Istmo,1992、 'Versión Crít ica' de la 'Estoria de España'. Estudio y 

edición desde Pelayo hasta Ordoño II, Madrid, Fundación Ramón Menéndez Pidal/ 

Universidad Autónoma de Madrid, 1993、編著 Alfonso X el Sabio y las Crónicas de 

España, Val ladol id, Universidad de Val ladol id/ Centro para la Edición de los 

Clásicos Españoles, 2001、共編著 Reinos, lenguas y dialectos en la Edad Media 

ibérica. Homenaje a Juan Ramón Lodares , Madrid / Frankfurt, Iberoamericana / 

Verwuert, 2007(印刷中 )の他、多数の論文があり、論文の多くは、ホームページに pdf で公開さ

れている。  本章のテーマに関する論文には、  

  “Leísmo, laísmo y loísmo: estado de la cuestión”, en O. Fernández Soriano 

(ed.), Los pronombres átonos, Madrid, Taurus Universi taria, 1993, págs. 

63-96.  

  “Isoglosas internas del  castel lano. El sistema referencial  del pronombre 

átono de tercera persona", Revista de Fi lología Española, LXXIV, 1994, págs. 

71-125. 

  “Hacia una dialectología histórica. Reflexiones sobre la historia del leísmo, 

el  laísmo y el  loísmo”, Boletín de la Real Academia Española , LXXXI, 2001, 

págs. 389-464. 

1 Bosque, I . & Demonte, V., Gramática descriptiva de la lengua española, 1, 
Espasa Calpe, S.A., Madrid, 1999. (本稿作成に Segunda reimpresión: diciembre, 
1999 を使用した。)  
2  筆者フェルナンデス・オルドニェスについてマドリード自治大学ホームページを参照した: 
http://www.uam.es/personal_pdi/f i loyletras/i fo/ (2008 年 2 月 23 日参照 ) 

                                         



がある。また、本章例文の引用元のコーパスであるプロジェクト Corpus Oral  y Sonoro del  

Español  Rural (COSER)を統括し、データを公開することでイベリア半島スペイン語の文法・語彙

面の方言研究に貢献している。  

 

２．本章の構成  

 

21.1 の序論で、用語の定義と問題の所在を明らかにした後、スペイン語圏を 3 つあるいは 4 つの

地域に区画して、それぞれにおける代名詞弱勢形使用とその成立過程について論述している。この

地域とは、スペイン語圏で最も広い面積を占める格区別維持地域（21.2）、非印欧語 (ケチュア語、

アイマラ語 、グアラニー語、バスク語 )との接触地 域 （21.3 ）、そしてアストゥリアス・カンタブリア地域

（21.4）、先行詞の特性を参照して語形 を区別する「参照体系 」 (sistema referencial)の地域

（21.5）(カスティーリャ地方北西部側半分 )である。最後に、標準スペイン語の代名詞弱勢形の用法

として、それぞれの土地の民衆層話し言葉とは区別すべき、教育を受けた階層の書き言葉と話し言

葉について扱い、標準語の代名詞弱勢形体系の形成について自説を述べている。最後に、COSER

からの例文採集地を示す略号表、それに参考文献目録を載せている。以下、章番号および例文番

号は原文の通り。脚注は要約者による。  

 

３．要約（もしくは抜粋 ）  

 

21.1 「序論」  

 ラテン語指示詞の対格 ILLUM, ILLAM, ILLUD から派生した 3 人称代名詞弱勢形 3:男性 lo, 

女性 la, 中性 lo を直接目的語として、またラテン語与格 ILLI から派生した le を間接目的語とラテ

ン語の与格と同じ用法に使ういわゆる「語源形」の他に、先行詞の統辞的地位（機能）に合わせること

なしにこれらの代名詞弱勢形を選択する用法があり、それが伝統的に leísmo, laísmo, loísmo と

いう名で呼ばれてきた。  

leísmo: 直接目的語を表す代名詞として lo(あるいはまれに la)の代わりに le を使うこと。  

1) 男性単数人間の直接目的語。最も多く広く現れる。  

(1) a. ¿Conoces a Juan? Sí , le conozco hace t iempo. 

2) 男性単数モノの直接目的語。頻度は 1)より少ない。  

 (1) b. ¿Sabes dónde está mi l ibro? No, no le he visto por aquí . 

3) 複数形は単数形より少ない。人とモノでは、人が多い。  

 (1) c. Esta tarde voy a recoger a los niños del colegio y les l levaré al 

3 pronombre átono および cl í tico とを本稿では区別せず代名詞弱勢形と訳す。  acusativo, 
dativo は、対格、与格とし、objeto di recto, objeto indirecto は、直接目的語、間接目的語と

する。前者は語形について、後者は、文中での統語機能を表している。  

                                         



parque. 

 (1) d. Fui a buscar los discos que querías y les encontré en la tienda de 

abajo. 

4) 最もまれな例は、女性直接目的語で、あるとしても人間の例で、単数と複数。  

 (1) e. A María hace tiempo que no le veo. 

 (1) f. Aquí  no hay monjas. En la guerra les mataron a todas. 

5) 中性の場合は、例が見られない。  

laísmo: 先行詞が女性名詞の与格として le の代わりに la を使うこと。 

 1) 基本的には、先行詞が人間の場合  

 (2) a. Cuando vi  a Pepa, la di su regalo. 

 2) モノの場合  

 (2) b. Coges la sartén, la das la vuelta y ya tienes l i sta la tort i l la. 

 3) 複数の場合もある  

 (2) c. A las niñas de hoy ya no las gusta coser. 

 (2) d. A esas rosas hay que cortarlas los tal los secos. 

loísmo: 前の二つよりまれ。男性あるいは中性先行詞の与格に le の代わりに lo を使うこと。  

1) 男性複数、人間  

(3) a. Cuando recojo a los niños del  colegio, los l levo la merienda. 

2) 男性複数  モノの場合もないわけではない  

(3) b. Para arreglar esos trajes, hay que sacarlos el bajo. 

3) 単数では、モノの場合、中性の例が多い   

(3) c. Cuando el  arroz está cocido, lo echas la sal . 

(3) d. Yo no lo doy ninguna importancia a eso. 

4)  単数の人間の場合、まれである。  

(3) e. Antes iba a esquiar, pero luego lo cogí  miedo y lo dejé. 

(3) f. Cuando vi  que el  ladrón me iba a asal tar, lo pegué un empujón y sal í  

corriendo. 

直接目的語に le ではなく lo を使うのを loísmo や loísta という語を使うことがあるが、これは混乱

を招く。本稿では、与格代名詞として lo, los を使うことのみを loísmo と呼ぶ。またある構文でラテン

語では何格を使っていたのかということとは区別して考えるために、「語源形 」や「非語源形 」といった

用語は使わない。代わりに与格と対格を「区別する」あるいは、両者を「混同している」用法という言い

方をすることにする。  

スペイン語文法の伝統の中で、19 世紀文法家 Salvá、Cuervo 以来、現代の著名な研究者まで、 

leísmo(とその様々なタイプ） , laísmo, loísmo は、スペイン語史の中で二つの言語的傾向が働い



ている結果という仮説で説明されてきた。  

男性単数直接目的格の leísmo(人とモノ), laísmo, loísmo(中性あるいは男性複数 )は、代名

詞弱勢形の語形変化表を、指示詞語形変化に合わせ、格による区別から性による区別へと変化す

る傾向と説明されてきた。これが進めば 1、2 人称と同じく 3 人称でも対格と与格の区別が無くなる。  

この解釈によって、(1a, b), (2a-d), (3a, b; d, e) を説明できる。しかし、直接目的語で無生

物より人や生物についての目的語の方を le で示す場合がずっと広く多く使われるということを説明で

きない。男性複数の leísmo の存在 (1c, d)、女性の leísmo の存在 (1e, f )、 la, las, lo, los が

与格形として勝利していない(3c, f )という事実も説明できない。そのため、第 2 の要因として、カステ

ィーリャ語における人間と非人間とを区別しようとする傾向の影響と考えられた。これは leísmo 出現

(1c, e-f )のもう一つの原因であるかもしれないが、 laísmo, loísmo は説明できない。しかし、モノの

複数 leísmo(1d)と先行詞が男性単数の loísmo(3c,f )を説明できない。 

二つの傾向のどちらが完全に優位になるということも明らかでなく、これまで示されてきた例文はいつ

も書記言語をデータとして考察されてきていて、どちらの傾向とも完全には一致しない。この解釈に満

足できない主たる理由は、 leísmo(いくつかの型 ), laísmo, loísmo がそれぞれ出現割合の差異が

ある現象とのみ解釈されていて、どういう場合になぜ出現するのかを言い当てることができず、なぜ一

方が他方より頻度が高いかということを説明することができないからである。このことは、これらの仮説を

スペイン語圏全域に当てはめていて、方言の差が存在しうるということが考えに入れられていないから

である。Laísmo loísmo は基本的にイベリア半島の限定された地域のみで起きている一方、 leísmo

は、スペインでも中南米でもより広く見られるので、スペイン語圏全域に同じ原理をあてはめることはで

きない。 

現在、様々な研究者による口語の分析の結果、上記仮説が格の混同を説明するのに不適切であ

ることが確認され、各調査地に見られる現象について異なった解釈が示されてきている。社会言語学

的研究のおかけで、格区別体系に近い教養ある階層の言葉と、各土地固有の民衆層の言葉を区

別する必要が確認されている。また今日代名詞の格の混同について話す場合には、お互い非常に

異なる 3 つの地域を区別しなければならない: 

1) 格を区別する地域での leísmo 

2) スペイン語が非印欧語と共存している地域での leísmo(そして偶発的な奇妙な loísmo) 

3) laísmo, loísmo も起きている地域の leísmo 

の 3 地域である。  

 これら 3 地域の土地固有の用法は、教養ある階層による標準語の用法と共存していて、このことが

文法家による伝統的な解釈がされた要因であると思う。  

 

21.2.  格区別を維持している地域  

 この地域で唯一代名詞弱勢形の混同が起きているのは leísmo であり、それも極めて少ない。 le と



lo, la の交替は、以下を区別しなければならない: 

1)与格と対格の代名詞が交替する構文  

2)敬称の usted と結びつく leísmo 

3)教養ある階層と書き言葉特有の、男性単数人間の先行詞を示す用法  

 

21.2.1. 本当の leísmo と見かけの leísmo 

格支配が交替する構文あるいは動詞は、時に leísmo として分析されてきた。しかしながら、本当の

leísmo(格区別の喪失 )は極めてまれで、事実上存在していない。同じ動詞でも選択された格により

文の意味や構造が異なる場合は、見かけの leísmo である。見かけの leísmo と並んで、ある種の動

詞 (と構文 )における格付与が方言によって異なることで leísmo と言われる場合がある。違いは普通、

古風な形と革新形のせめぎ合いである。この革新もまた実際は、厳密に言う leísmo ではない。与格

を対格の領域へ拡大する(与格 (le)を対格 (lo)の代わりに使う)こと(=leísmo)ではなく、ちょうど逆

の傾向であり、元は自動詞で与格代名詞を要求していた動詞 (または構文 )を他動詞化するというこ

とから起きている。以下、何人かの文法家によって leísmo とされてきた構文を検証する。 

 

21.2.1.1.影響 (afección)の動詞  

 影響の動詞における対格と与格の交替は、 leísmo でなく、話し手がこれらの動詞で使用する格が

異なる二つの構文を作ることができることによる。動作主構文 (estructura agentiva)(4a, b, c, d, 

e)で対格が使われ、非動作主構文 (inagentiva)(そして非対格 inacusativa)で与格が使われる。

この場合与格は経験者 (experimentante)(4a’, b’, c’, d ’, e’)である。  

(4) a. María lo asombró cuando, contra lo acostumbrado, l legó puntual a la ci ta. 

a’. A María le asombra el puesto que ha conseguido Juan. 

主語の有生性、動詞の相、主語の位置によって選択される格が異なる。  

対格は、主語が有生 (5a)、プロセスの原因ととられている無生や節も可 (5b)、完了相  (4a, b, c,  

d, e, 6a, c)、動態 (動作を表す)の解釈が導かれやすい主語 -動詞の語順の場合 (6b’, d’)。  

与格は、主語が無生 (inanimado)または節 (5b’)、動作主でない有生 (animado)も可 (5a’)、

未完了相  (4a’, b’, c’, d’, e ’, 6b, d)、状態（を表す）の解釈が導かれやすい動詞－主語の語順

の場合 (6b, d)。  

(5) a. Su secretaria lo molestó con continuas interrupciones. 

a’. Su secretaria le molesta con su nuevo peinado. 

(6) b. A Jesús nunca le decepciona {su amiga María / el  trabajo}. 

b’. {El  trabajo / María} no lo decepciona porque no le pide demasiado. 

 動詞によって、動作主解釈優勢と、状態解釈優勢のものとを分類できる。(少なくとも)アルゼンチン、

チリ、ペルーのスペイン語においてこの動詞分類と格選択が普通である。  



 

21.2.1.2. 不定詞節の主語  

 不定詞節を伴う説得 (suasivo)と影響 (influencia)の動詞も不定詞の主語を表す代名詞の格の

ゆれがある。  

1)動詞 permiti r, impedir, mandar などは与格 (7a, 8a, 9a)、不定詞前に前置詞が必要な

obligar a, invi tar a, autorizar a などは、対格 (7b, 8b, 9b)がアンダルシア、カナリア、アメリカ

州で最も一般的である。  

[後者に対するゆれ] イベリア半島 (レオン、アラゴン、ムルシア)の格区別地域で、またカナリアとア

メリカ州の古風な(語形を保持している)地域において、後者で与格となっている例がある(7b’)。使役

構文ではすべて与格を必要としていたという古い用法が保持されてきたということによる。 

 [前者に対するゆれ] ラ・マンチャ、西アンダルシア、カナリア、そして少なくとも南米南部 (チリ、アル

ゼンチン、ウルグアイ、パラグアイ)において、不定詞が自動詞の場合、動詞 mandar とは与格の代わ

りに対格が使われる(9a’)。動詞 mandar の変化は厳密な意味での使役動詞 :hacer と dejar に

統辞上のふるまいが似かよってきたとして説明される。  

2) 動詞 (hacer, dejar)では、伴われる不定詞が自動詞ならその主語は対格、他動詞なら与格

となる(10a, b, 11a, b)。  

[前者に対するゆれ]  イベリア半島北部 (レオン、アラゴン)、アンダルシア東部、カナリアの孤立地

域などで自動詞不定詞に与格が使われることがある(10a’, 11a’)。  

[後者に対するゆれ]  逆にアンダルシア西部（少数派だが）、カナリアとアメリカ州では(拡がってい

る用法として(Uber 1986 によると 25-30%))、不定詞が他動詞であっても対格が現れる(10b’,  

11b’)。  

 

使役構文では、最も古い時代、どんな使役動詞とであろうと、不定詞の主語は与格で代名詞化さ

れるのが一般的であった。現代において、ある地域では、またある動詞とでは（hacer, dejar それに

程度は低くなるが mandar）もともとの与格を対格で置き換えつつある。  

 不定詞節が続く知覚の動詞 ver と oír においても同じようなことを観察することができる(12a, b)。 

 しかしながら他動詞の場合に対格が不可能ではないし、さらに今日では格区別地域の少なくともア

ラゴン、ラ・マンチャ、アンダルシア、カナリア、中米、ペルー、チリ、アルゼンチンでは対格が一般的な

用法となっている。(12b’)  

 

21.2.1.3. 直接目的語を省略できる、あるいはいつも省略する動詞  

動詞 atender, servi r; pagar, robar; tocar, seguir などにおいて、直接目的語が表現され

ず与格で代名詞化された目的語のみが表現される場合がある。与格は間接目的語であり、格が変わ

ることは、必ず構造（と意味 ）の変化を含んでいる。したがって、 leísmo ではない。  



動詞 atender での与格使用は、(表現されない「何か」を意味に含む)「何かを聞く」「何かに注意

を向ける」としての動詞解釈をさせるような暗黙の目的語を想定させる。一方対格は、「誰かの必要や

命令に応対する」という意味を含むことになる(13a, b)。 

(13) a. Cuando el  profesori hable en la clase, debéis atenderle i Øj. 

b. Cuando un señor entre en la tienda, debéis atenderlo debidamente. 

 pagar などの動詞では、少数の話者、基本的にはアメリカ州の話し手 (南米南部 )が有生の目的

語で対格を使うことができ、このことは、動詞の他動詞性の程度を増し意味の変化を含むような動詞

の再解釈を意味する。15d で pagar は、「報いる、満足させる」の意味であろう。  

(15) a. A Juani le i pagué el  alqui lerj.  

c. A Juani {lej / lo*j} pagué Øj.  

d. A Juan lo pagué con creces. 

動詞 tocar における対格と与格の違いは、間接目的語で表される実体 (ヒト)に属する、あるいはそ

の部分を表す目的語が表現されていなくても存在することによって説明される(18a, b)。  

(18) a. María se ha caído. No le toques (en) la herida. 

a’. Maríai se ha caído y se ha hecho una heridaj. No le i toques { Øj /ahí j }. 

b. Maríai se ha caído y se ha hecho una heridaj. No la toquesi j. 4  

動詞 pegar や t i rar の場合には、構造が変わると、動詞が異なった意味となる。  

(22) a. A Pedro lo agarré y lo pegué contra la pared. 「貼る」 

a’. A Pedro le pegué (golpes) hasta dejarlo sin sentido. 「たたく、殴る」 

b. A Pedro lo ti raron al  suelo de un puñetazo. 「打ち倒す」 

b’. A Pedro le ti raron (disparos) a las piernas para impedir que huyese. 「射撃する」  

 

21.2.1.4. 動詞支配 (régimen)が再解釈された動詞  

先に見た le / lo, la の変換が自由ではない構文とは他に、何人かの研究者が leísmo としている

が、構造あるいは意味ゆえに leísmo とすることができないと我々が解釈する一連の動詞がある。中世

スペイン語では与格をとることが普通であったが、古くから、あるいは最近になって対格をとるように変

わってきている他動詞である。動詞 ayudar, aconsejar, avisar などがその代表的なものである。

与格から対格への転換はこれらすべての動詞で同じ程度で起きたわけではなく、また地域によって起

きた程度も違っている。一般的にイベリア半島北部と中部の格区別維持地域ではもともとの格支配を

保持することが多く、アンダルシアとカナリアで格選択のゆれがあり、アメリカ州、特に南 （ペルー、アル

ゼンチン、チリ、ウルグアイ）で対格が一般的になっている。  

動詞 enseñar, ayudar; avisar, obedecer などは、元来の与格が対格に置き換わった理由と

考えられる共通の性格を示している。すなわち、前置詞を使う他動詞性である。動詞 ayudar a / en

4 No la i j  toques.の誤植と思われる。  
                                         



は前置詞を要求し、obedecer (a), avisar (de), enseñar (a)のような動詞は、無生の目的語を

表現するために直接目的語で前置詞を使ったり使わなかったりする。動詞 amenazar {con / de}

は今日では、必ず前置詞が必要であるが、古くは二つの目的語を持つことができたので、このグルー

プに入れられるだろう。さらにこれらの動詞は、与格で代名詞化された有生の目的語を、主語にして

受 け 身 文 に す る こ と が で き る 。 Pedro {fue ayudado a subir / fue obedecido 

inmediatamente / fue avisado al  instante / ha sido enseñado a nadar}. 

 これら二つの事実により、与格で表されていた有生目的語が、直接目的語として再解釈され、無生

目的語が前置詞を必要とする時 、あるいは全く表現されない時には特に、そのような再解釈がされ、

対格を要求することとなったと考えられる。  

動詞 aconsejar での le の使用が leísmo とされてきたのではあるが、この動詞はもともと与格で

あったようである。「忠告されるコト」が表現される場合は、どこにおいても与格が維持され(29a)、表現

されない場合は、少なくともカナリアと中米 (29b)で与格が維持されている。大部分の格区別地域 :

ラ・マンチャ、アンダルシア、コロンビア、アルゼンチン、チリ、ペルーで、目的語が表現されていないと対

格が好まれる(29c)。 

(29) a. Cuando mis sobrinas me visi taron, les aconsejé {paciencia / marchar}. 

b. Cuando mis sobrinasi me visi taron, lesi aconsejé Øj.  

c. Cuando mis sobrinas me visitaron, las aconsejé. 

 

21.2.1.5. 直接目的語が predicativo(補語 )を要求する動詞 :l lamar 

動詞 l lamar は、格区別地域すべてで、補語が付くと格形式がゆれる。ラテン語では二重対格を

要求していた。García(1975)は、もし補語が固有名詞のように目的語に固有のもので目的語を特

定することができるような場合は、対格が使われ(32a)、補語が、目的語の「外的 」と感じられるような

場合、特定地域やグループ特有の場合、あだ名のような場合には、与格が使われる (32c,d,e)と解

釈している。 

(32) a. Cuando nació mi  hi ja, {la / *le} l lamamos María. 

b. Aunque se l lama María, todos {la / le} l laman Marichu. 

c. A los cerdos, aquí  les l lamamos ‘chones’.  

d. No le l lames bestia a tu hermana. No le l lames así . 

e. Al  torero José Miguel  Arroyo le l laman ‘Josel ito’. 

(32b-e)のような文で、レオン、アストゥリアス、カンタブリア、ナバラ、ラ・リオハ、ソリア、バスクで与格が

優勢である。一方、同じ文脈で、サモーラ、サラマンカ、エクストレマドゥーラ、ラ・マンチャ、ムルシア、ア

ンダルシア、カナリアでは対格が好まれるようである。北部で与格、南部で対格という分布は、与格が、

地域によって進行状態が異なっている対格化の起点を示しているように思われる。しかし、この構文が

直接目的語なのか間接目的語なのか、地域や話者によってゆれているという考えを捨て去ることもで



きない。(32c-e)のような文で今日のカナリア、ペルー、チリ、アルゼンチンのような多くの地域では対

格をより好んでいる。  

 

21.2.1.6  無人称の se の後ろに代名詞弱勢形が続く時  

目的語の性にかかわらずこの構文では、与格が要求されていた。有生の場合の方が、代名詞化の

可能性が高い(33a,b)が、無生でも、少なくはなるが存在する(33c,d)。  

(33) a. A Juan se le apreció desde el  momento que entró en la empresa. 

c. Los espectáculos de este año no han tenido éxi to. Se les ha cri ticado mucho. 

この違いは、前置詞 a を必要とするかどうかの違いから来ている。無人称 se 構文の発展は、a を持

った直接目的語から出発している。この前置詞が無い目的語の場合は、目的語と動詞が一致し、se

受け身となる。このことから無人称 se は有生で特定の目的語とのみ可能 (34a, a ’)で、不特定の有

生と、無生の目的語は、受け身文 (34b,c)や無人称 (34d,e)で現れるとしても、無人称文ではかなり

まれである。(この場合、前置詞 a が必要）  

(34) a. Se busca {a una / a la} secretaria de di rección. 

a’. Se busca {una / *la} secretaria de di rección. 

b. Se busca(n) jardineros. 

c. Desde aquí se ve(n) las montañas de la sierra. 

d. Se busca a jardineros. 

e. Desde aquí se ve a las montañas de la sierra. 

そのことのゆえに、33a, b で代名詞の無い文 (33a’,b’)は非文法的であり、受け身文 33c’,d’が可

能であるのみならず、普通に作られる文ということになる。  

(33) a’. *A Juan se apreció desde el  momento que entró en la empresa. 

c’. Los espectáculos de este año no han tenido éxito. Se han cri ticado mucho. 

代名詞の出現の可能性は、イベリア半島、カナリア、大部分のアメリカ州 (メキシコ、中米、カリブ海

域、コロンビア、ベネズエラ)の格区別地域の大部分で存在している。それらの地域で、孤立的、散発

的にのみ se lo(s)という形が現れる。一方 se la(s)は、半島の格区別地域でよりずっと一般的であ

る。無人称 se に lo/la が続くのは、相当する能動文で、名詞句を対格と解釈したことから来ている。 

 この再解釈は、半島では限定的だが、他のスペイン語圏 (ペルー、南米南部 :アルゼンチン、チリ、ウ

ルグアイ)では拡大していて se le(s)を追放するまでに至っている(36)。元来自動詞であったこの構

文の他動詞化は、スペイン語圏の大部分で現在まだ与格使用の構文  (影響の動詞、不定詞節主

語、動詞 ayudar など)で、ペルー(二言語でない地帯）、アルゼンチン、チリ、ウルグアイにおいては

対格が拡大していることと関連づけなければならない。  

 

21.2.1.7. まとめ  



これらの例は、 leísmo、すなわち与格と対格の間の混乱ではない。格の選択は、偶然や任意に行

われているのではなく、構造および意味の変化を含んでいる。一方、これら格選択の変更は、今まで

注目されていなかった事実を明らかにしている。すなわち、格区別地域においてある種の動詞が支配

する格およびある種の構文が要求する格が、地域によって(また、たぶん話し手の社会階層によって）

相違があり得るという事実である。スペイン語の歴史において元来与格を要求していた動詞や構文で、

対格を使うことが拡大しているということが明らかである。格区別地域の中で、もともとの状況に最も近

いのは、西アンダルシアを除くイベリア半島のようである。カナリアでは、郊外と離島で古い使い方が存

在し、主たる島と都市部で新しい使い方が存在している。スペイン語系アメリカ州では、代名詞の使

用法においてキューバ、メキシコ、中米、ベネズエラ、コロンビアが、南米南部諸国よりもイベリア半島

への近さを示していて、南米南部諸国では、対格使用を一般化する傾向のある地域となっている。  

 

21.2.2. 敬称と結びつく leísmo 

格区別地域で leísmo の例とされてきた多くは、スペイン語圏共通の傾向に関係ある。すなわち、

敬称の usted で待遇する聞き手を le で表すという傾向である。Lorenzo Ramos(1981)は、敬称

の leísmo (leísmo de cortesía)と呼んでいる。この現象はしかるべき注目を浴びてこなかったが、

3 人称のあいまいさを除く方法、また会話に参加していない第 3 者に対して、聞き手を浮かび上がら

せることを語形上強調することと説明されてきた。  

(38) a. Pedro ha venido ya. ¿Le acompaño a la reunión? [a usted / *a él]. 

b. Pedro ha venido ya. ¿Lo acompaño a la reunión? [a él  / a usted]. 

 このことによって usted は 3 人称ではあるが、その機能は、人称代名詞 (pronombre personal)

よりは、人名詞（nombre personal)(yo あるいは tú)に近いということであり、この leísmo は、敬称

としての usted の人称代名詞用法としては、特異な用法の一つとして分類すべきである。また、女性

の usted よりも男性に le が用いられることがずっと多い。  

 

21.3. 他言語との接触地域  

ケチュア語あるいはアイマラ語との接触地帯であるエクアドル（21.3.1.1.）とペルー、ボリビア、アル

ゼンチン北西部 (21.3.1.2.)のアンデス・スペイン語を見て、グアラニー語との接触地帯のパラグアイ

とアルゼンチン・グアラニー地域のスペイン語 (21.3.2)を扱い、最後にバスク語との接触地域（バスク

地方とナバラ北部）で話されているスペイン語 (21.3.3)の代名詞体系を COSER のデータを基に検

証している。 

他言語（ケチュア、アイマラ、グアラニー、バスク）との接触で  

1) 他のスペイン語地域では義務的な位置での代名詞弱勢形の脱落、  

2)  間接目的語（他の多くのスペイン語地域特有）のみならず、直接目的語への重複代名詞表現の

拡大、  



3) le のみ、あるいは地域によって le と lo のみのように、代名詞体系の簡略化が起きている。 

これら 3 つの性格は、スペイン語を完全には習得していない二言語話者のみならず、地域標準の

規範に入り込み、スペイン語単独話者の中流や上流の社会文化階層にも、何世代前から拡がって

いる。 

バスク・スペイン語の地域規範は、有生の直接目的語を示す代名詞として性に区別無く le(s)を

用い(61g, h)、無生の直接目的語を表現しないか、あるいは lo(s)と la(s)で示すという特徴を持

つ。 

 

対格  

有生  無生  

le(s) 
男性  女性  中性  

Ø / lo(s) Ø / la(s) Ø / lo 

与格  le(s) le(s) le 

 

(61) g. A las tardes no les verás, pero [. ..] a las doce de la noche o a la una de 

la mañana o eso, pues igual les verás por ahí  [a las chicas]. (E) 

h. A mí me gustaban mucho las ovejas [...], por eso les tengo todavía. (Le) 

これら代名詞選択基準は、統語構造とは無関係である。先行詞が無生の直接目的語（限定され

ていようといまいと）の場合、一般スペイン語なら直接目的語を表す代名詞弱勢形を必要とする構文

においてもバスク・スペイン語では、それが表現されていなくても完全に文法的である。それは主題化さ

れた目的語を持った単文 (63)であろうと、従属文にある項についての疑問文 (64)であろうと、間接

目的語の与格代名詞あるいは余分な与格との二重代名詞化の文であろうと(65)、直接目的語代名

詞弱勢形を使わないことができる。これは、従属節でも、重文でも、あるいは先行詞がある文に続く文

であっても同じことが言える。(66) 補語従属節でも、付加従属節でも(66c,d:66e,f )代名詞削除

は可能である。また、一つの名詞節に従属する節あるいは関係節にも見られる。(66g,h) 

(63) a. Todo lo que tenías aquí ya Ø tenías vendido. (Ap) 

(64) a. ¿Qué l ibroi no sabes cuándo Øi rompiste? (Landa 1995:110) 

(65) a. Cuando me tocaba [hacer] guardiai, me Øi sol ía hacer uno de Briviesca. 

(Ap) 

 エクアドル・ケチュア語、パラグアイ・グアラニー語それにバスク語のようにお互い遠い言語がスペイン

語代名詞体系の語形に一致した再解釈に導いているという事実は、これらの言語が、性による語形

変化を欠いているという要因からである。無生の直接目的語の代名詞弱勢形脱落を許しているという

同じ結果をもたらしているという要因は明白ではない。しかしながら、これらすべての言語で、代名詞弱

勢形が存在せず、目的語と一致する動詞活用形態素があるということは強調しておく必要がある。重

要な文脈の違いはあるけれども、この活用形態素が表現されない場合があるということも強調しておく



必要がある。この意味でスペイン語のこれらの方言では、与格代名詞は決して脱落しないということも

強調する必要があると思う。  

 

21.4. アストゥリアス・カンタブリアの代名詞弱勢形体系  

 中央・東部アストゥリアス・レオン方言とカンタブリア・スペイン語の代名詞の強勢形および弱勢形は、

連続名詞（すなわち不可算名詞）であるか、あるいは不連続名詞（加算名詞）であるかという統語範

疇を形態で区別する。  

 中央・東部アストゥリアスにおいて話されるスペイン語では、3 人称代名詞弱勢形に関して、先行詞

が連続名詞か不連続名詞かが関わってくるのは、単数対格代名詞のみ(複数形になるのは不連続

名詞のみ)で、性による区別が無い(75a, b)。 

 

表 II 中央・東部アストゥリアス  

対格  

不連続  連続  

単数  複数  男性  女性  

男性  女性  男性  女性  
lo lo 

lo la los las 

与格  le les le 

 

(75) a. La leche lo traen de las montañas para venderlo. 

b. Coge esa manzana y cómetela. 

 カンタブリアの大部分のスペイン語においては、中央 ・東部アストゥリアスと形式上小さな違いではあ

るが、重要な意味を持った違いがある。可算名詞男性単数対格が lo でなく、 le となっている(76a)。

不連続名詞を表す男性対格と与格に le を用いるので、 leísmo である。 

 

表 III カンタブリア・スペイン語  

対格  

不連続  連続  

単数  複数  男性  女性  

男性  女性  男性  女性  
lo lo 

le la los las 

与格  le les le 

 

 総称の複数名詞も連続名詞と見なされ、 lo で表される(79c)。 

76) a. Tenemos un frigorí fico nuevo. Le hemos puesto aquí . 

77) a. María quería un coche y se le hemos regalado. 



79) c. ¿Tenían medicinas? Las medicinas no lo había antes. 

d. En el  verano había que recoger (la) hierba y traerlo a casa para el invierno. 

 女性連続名詞の先行詞に lo を使用することは、方言的表現と見なされていて、話し手の社会文化

階層が上がるにつれて la に置き換えられる。 

 カンタブリア・スペイン語の対格代名詞としての le の使用は、恐らく、東に位置するバスク語地域と

何百年も接触してきたことに起源がある。先行詞が連続名詞か不連続名詞かを区別することがアスト

ゥリアス・レオン方言起源とするならば、21.3.3 でみたようにバスク語地域スペイン語は、先行詞が有

生の場合、与格形 le を対格にも使うという特性を持っているので、レオン方言の語形 lu を le に替え

ることは、隣接したバスク語地域で話されているスペイン語の影響によって促進されたに違いない。  

 

21.5. カスティーリャ方言 5代名詞用法 :参照体系 (sistema referencial) 

 今日カスティーリャ地方の北西部側半分で話されているスペイン語で、3 人称代名詞弱勢形の使

用は、先行詞が文の中で占めている統語的位置（すなわち機能）ではなく、もっぱら先行詞固有の特

性に基礎を置いた原理に基づいている。この体系は「参照体系」という名で知られてきている。なぜな

ら、代名詞選択が、格ではなく、まず先行詞の範疇が連続か不連続か、次に、もし不連続ならば、性

と数に応じて参照しているからである。  

 

表 IV  参照体系（カスティーリャ方言北西部側半分）  

対格  

不連続  連続  

単数  複数  

lo 

男性  女性  男性  女性  

le la 

les(A) 

los(B) 

les~los(C) 

las 

与格  le la 

les(A) 

los(B) 

les~los(C) 

las lo 

 

(A) 参照体系地域北部 (レオン県東部、パレンシア県、ブルゴス県北西部、バリャトリド県）  

(B) 南部 (サラマンカ県東部、アビラ県、カセレス県東部、トレード県西部、マドリード西部）  

(C) ブルゴス県東部と南部、バリャドリト県南部、セゴビア県北部と中部、ソリア県西部  

 

 この参照体系から、今まで観察されてきた leísmo, laísmo, loísmo の頻度の理由を明らかにする

5 castel lano を文脈により「カスティーリャ語」あるいは「カスティーリャ方言」と訳し分けた。  
                                         



ことができる。単数において、無生よりも有生の先行詞に leísmo が多いということは、有生が不連続

(le で受ける)であることと無生が連続 (lo で受ける)であるということによる。これはカンタブリアのスペイ

ン語でも同様である。複数での leísmo は単数よりも少ないということは、男性複数代名詞 les を使う

のは参照体系地域の一部のみ(A と部分的な C)であるということによる。複数での los 使用が多いと

いうことは、連続名詞を表す与格が使われる場合が少ないということが一つ、さらに、男性複数形を

los としている地域 (B)と、 les と los とゆれている地域 (C)があるということによる。  

 格を区別する地域との境界地域では、参照体系が徐々に失われている。社会階層が上の話し手で

も同様に格を区別する体系に近づいている。 

 参照体系を規定している原理は他動詞のすべての意味タイプで安定している。しかしながら、この原

理が守られる程度は、それぞれの文において達成される意味的他動詞性の程度と直接関係あるとい

うことが、とりわけ参照体系と格区別体系との移行地帯で見られる。項の数から見て、参照体系の規

準を受け入れるのに最も耐久性があるのは、二重目的語文 (oraciones di transi tivas)である。一

方、目的語の外延の観点からは、読みが総称的あるいは非特定の時、格区別地域特有の代名詞選

択が最も強く維持される。それに対して、単一目的語文 (oraciones transitivas simples)あるい

は直接目的語が特定 （定あるいは不定）の場合、参照体系の使用を保つ。このことから、構造的観

点から他動詞性の程度が小さい構文において、また目的語の外延という観点から高められている構

文において、参照体系の普及が優勢となることが示唆される。定で、有生で、加算の参加者は、不特

定で、無生で、連続の参加者の構文よりもより他動的な構文を作るからである。  

 

21.6. 標準スペイン語における代名詞弱勢形用法  

 スペイン語圏全域における高い社会階層の言語には、それぞれの方言で民衆層の口語で用いられ

る体系を抑制して、スペイン王立アカデミーによって基本的に擁護されている「標準体系」を使用する

傾向がある。これは、人の男性単数直接目的語で le を許容するという点の他は、格を区別する体系

と同一である。おおむねマスメディアで使用されていて、 leísmo でない地域の多くの教養ある階層の

スペイン語話者に用いられている。  

 このイベリア半島の標準体系がどのようにして形成されたのかを正確に知ることは容易ではない。文

法 のみならず、歴 史 的 、社 会 的 な要 因 が隠 れているに違 いない。言 語 的 には、García(1992)も

Klein-Andreu(1981, 1992)も、この体系は、格区別体系と参照体系の「妥協 」の体系として生ま

れたと示唆している。  格区別体系では、与格 le は、たいていの場合、有生の先行詞を表し、 lo は対

格で非女性、無生の先行詞を表す。参照体系では、不連続の le は、男性の有生を表し、連続の lo

はいつも無生を表す。有生としての le と無生としての lo という解釈が両体系で一致していることに加

えて、参照体系で le が男性であることと、格区別体系で lo が男性であることが補いになっている。  

 この再解釈は、参照体系と格区別体系の移行地域 (マドリード市の南東 )で実際に使われていると

いう証拠がある。この地域の言葉が標準体系の形成に何らかの役割を果たしたのかどうかは不明であ



るが、参照体系と格区別体系とが接触した状況の中で、 le と lo の不連続・連続という区別の消失と

有生・無生の区別への再解釈という標準体系の形成が起きたと思われる。さかのぼれる古い時代にこ

の体系の例や文法家の規定を見ることができるのは、二言語使用地帯においてであるということが、こ

の考えの根拠の一つとなる。最初の頃にヒトの leísmo を容認しモノの leísmo を拒否したのは、

1552 年に Juan Martín Cordero で、1830 年に Vicente Salvá で、二人はバレンシア出身で

ある。 

 

４．  要約者まとめ  

 

 スペイン語の地域差（方言の違い）について議論されることが多いテーマは、主として語彙や発音の

違いについてであり、このことは、これらの相違が目立ち、かつ違う点が多いということが理由である。こ

れに比較して、文法上の違いについては、議論されることが少ない。また、文法について議論される時、

普通は、特定地域あるいは特定方言を扱うという限定をして、地域差を考察に含めない。言語の共

時的構造を解明しようとする時に、通時的な変化や、地域差を混ぜるとその構造原理を明らかにでき

ないという考え方からである。  

 本章は、文法のテーマで広大なスペイン語圏の地域差を扱い、かつそれぞれの体系の成立原理

(過程 )も考察した論考である。採集地が明らかな口語コーパスのみならず、文筆家の出身地を考慮

に入れて書き言葉も考察対象にしている。また他言語との接触地帯での語形使用についても、特異

な使用として別にするのではなく、スペイン語の一つの変異として考察している。これらの点ですぐれた

論考である。  

 欲を言えば、地域差を扱っているので言語地図も掲載してあれば、読者に親切である 6。 

 

 

6 著者の“Isoglosas internas del  castel lano. El  sistema referencial  del pronombre 
átono de tercera persona"(1994) p.125 には、参照体系地域を中心としたイベリア半島の部

分地図が掲載されている。  

                                         


